
問
　
本
市
は
子
育
て
施
策
が

脚
光
を
浴
び
て
い
る
が
、「
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
高
齢
者

施
策
で
も
期
待
し
た
い
。
①

本
市
在
宅
医
療
介
護
連
携
の

成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。
②
流
山
で
お

ひ
と
り
様
に
な
っ
て
も
自
宅

で
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
の
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
①
平

成
29
年
と
比
較
す
る
と
市
内

の
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
、

訪
問
看
護
事
業
所
、
訪
問
介

護
事
業
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
増

加
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
の

み
と
り
を
支
え
る
た
め
に
は

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
市
内

全
域
で
緊
密
な
連
携
を
取
れ

る
チ
ー
ム
を
つ
く
る
段
階
ま

で
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
す
。
み
と
り
に
対
応

で
き
る
介
護
人
材
を
増
や
す

必
要
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

緊
密
な
連
携
を
取
れ
る
チ
ー

ム
づ
く
り
と
、
み
と
り
に
対

応
で
き
る
介
護
人
材
の
育
成

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ

と
は
、
独
居
の
方
に
は
容
易

で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で

独
居
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
や
往
診
を
利
用
し
て
、

み
と
り
を
迎
え
ら
れ
た
事
例

が
な
い
こ
と
は
な
い
で
す
。

流
山
み
ら
い

　
　楠
山

　栄
子

お
ひ
と
り
様
に
な
っ
て
も

　
最
期
ま
で
自
宅
で
暮
ら
す

問
　
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
総
括
に
つ
い
て
、

反
省
す
べ
き
点
を
中
心
に
問

う
。
そ
れ
を
受
け
、
令
和
５

年
度
に
実
施
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

何
か
。
ま
た
、
当
該
感
染
症

対
策
以
外
に
新
た
に
想
定
し

て
い
る
新
規
事
業
は
何
か
。

答
　
市
長
　
本
市
で
は
、
感

染
状
況
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
、
陽
性
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

時
の
タ
ク
シ
ー
費
用
助
成
な

ど
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
教
育
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進

展
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
経
済
活

動
と
の
両
立
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
に
移

管
、
事
業
強
化
を
図
り
、
市

内
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
感
染
症
関
連
以
外
の
事
業

は
、
（
仮
称
）
市
野
谷
小
学

校
新
設
、
消
防
庁
舎
建
設
な

ど
大
規
模
事
業
が
複
数
年
に

渡
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
高
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
拡
大
に
つ

い
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
由
民
主
党

　
　中
川

　
　弘

令
和
５
年
度
予
算
編
成

　
　
　
　
　
方
針
に
つ
い
て

問
　
①
本
市
に
お
け
る
認
知

症
者
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。
②
他
自
治
体
で

は
、
認
知
症
に
関
す
る
理
念

や
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る

認
知
症
条
例
が
制
定
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
本
市
で
は
、
条
例

の
制
定
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
①
認

知
症
患
者
数
を
把
握
で
き
る

デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
審

査
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
主

治
医
の
意
見
書
に
お
い
て
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
Ⅱ
ａ
以
上
の
方
が
、

令
和
３
年
度
末
で
４
１
７
１

人
、
65
歳
以
上
の
人
口
に
対

す
る
割
合
が
８
・
９
％
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
推
移
か
ら
推
測

さ
れ
る
２
０
２
５
年
度
の
人

数
は
４
６
６
７
人
、
割
合
は

９
・
２
％
と
な
り
、
よ
り
積

極
的
に
認
知
症
対
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
②
市
で
条
例
を
策
定
し

て
も
法
案
以
上
の
も
の
を
策

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、
市
で
で
き
る
こ
と
は

条
例
の
独
自
制
定
で
は
な
く
、

国
会
で
今
後
審
議
さ
れ
て
い

く
法
案
を
研
究
し
、
認
知
症

施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
す
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。

自
由
民
主
党

　
　海
老
原

　功
一

認
知
症
に
関
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
本
年
４
月
よ
り
積
極
的

勧
奨
が
再
開
さ
れ
た
が
、
令

和
５
年
度
よ
り
新
た
に
、
約

90
％
の
子
宮
頸
が
ん
を
予
防

で
き
る
と
さ
れ
る
９
価
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
に
向
け
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

接
種
率
向
上
の
た
め
に
も
、

再
度
個
別
通
知
を
発
送
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
９
価

ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん

か
ら
最
も
多
く
検
出
さ
れ
る

７
つ
の
ウ
イ
ル
ス
と
尖
圭
コ

ン
ジ
ロ
ー
マ
の
原
因
と
な
る

２
つ
の
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
現
在
、

定
期
接
種
と
し
て
承
認
さ
れ

て
い
る
の
は
、
２
価
お
よ
び

４
価
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、
９

価
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
接
種
開

公
明
党

　
　斉
藤

　真
理

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
接
種
率
向
上
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
第
３
回
定
例

会
に
お
い
て
、
５
億
円
が
水

道
事
業
会
計
か
ら
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
さ
れ
た
。
水
道

事
業
は
、
今
後
も
黒
字
経
営

が
予
想
さ
れ
る
。
流
山
市
独

自
の
施
策
と
し
て
、
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
は
十
分
可
能

で
あ
り
、
前
向
き
に
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
上
下
水
道
事
業
管
理
者

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

な
ど
、
水
道
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
変
化
や
今

後
の
人
口
減
少
に
対
応
で
き

る
企
業
体
力
の
維
持
、
耐
震

化
対
応
や
安
定
供
給
の
た
め

の
設
備
更
新
の
原
資
と
す
る

た
め
に
、
利
益
剰
余
金
は
減

債
積
み
立
て
や
資
本
へ
の
組

み
入
れ
を
行
い
資
金
確
保
に

大
野

　富
生

上
下
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

　
　
　
　
前
向
き
に
検
討
す
べ
き

問
　
市
役
所
本
庁
舎
に
、
家

庭
で
は
食
べ
る
予
定
の
な
い

食
品
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
常

設
を
求
め
る
要
望
が
あ
り
、

と
う
か
つ
草
の
根
フ
ー
ド
バ

ン
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
管
理
運

営
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
設
置
に
向
け
関
係
部
局
と

の
検
討
を
要
望
し
た
が
、
そ

の
後
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
市
役
所
本

庁
舎
へ
の
常
設
の
要
望
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
管
理
の

視
点
か
ら
答
弁
し
ま
す
。

　
市
役
所
本
庁
舎
で
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
令
和
元
年
度

よ
り
年
に
１
回
、
２
日
間
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
令
和
４
年
第
３
回
定

例
会
で
の
野
村
議
員
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
関
係
部
局
内

で
横
断
的
に
協
議
を
進
め
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
市
役
所
本
庁
舎

へ
の
常
設
に
つ
い
て
は
、
常

駐
す
る
職
員
が
い
な
い
こ
と

や
食
品
の
賞
味
期
限
の
点
検

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
ま
た
、

団
体
に
も
負
担
が
大
き
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

後
公
共
施
設
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
常
設
し
て
い
る
自
治
体

の
情
報
を
集
め
な
が
ら
、
関

係
部
局
と
再
調
整
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
明
党

　
　野
村

　
　誠

食
品
ロ
ス
削
減
対
策
に
つ
い
て

問
　
①
流
山
小
学
校
は
、
最

も
古
い
校
舎
で
は
築
58
年
が

経
過
。
施
設
老
朽
化
の
み
な

ら
ず
、
配
管
や
体
育
館
、
放

送
設
備
な
ど
も
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。
②
教
室
の
ロ

ッ
カ
ー
に
今
の
大
き
い
ラ
ン

ド
セ
ル
は
入
ら
な
い
。
時
代

に
適
合
し
な
い
設
備
は
、
改

善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
教
育
総
務
部
長
　
①
流

山
小
学
校
の
施
設
の
経
年
劣

化
に
対
す
る
対
応
は
、
包
括

施
設
管
理
業
務
委
託
に
お
け

る
定
期
点
検
報
告
の
ほ
か
、

特
殊
建
築
物
定
期
報
告
や
学

校
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、

不
具
合
が
生
じ
た
箇
所
を
早

期
に
修
繕
し
て
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

②
ロ
ッ
カ
ー
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
規
格

の
大
型
化
に
伴
い
、
ロ
ッ
カ

ー
へ
の
収
納
が
困
難
で
あ
る

と
の
声
を
受
け
、
不
具
合
が

あ
る
ロ
ッ
カ
ー
の
改
修
に
向

日
本
共
産
党

　
　乾

　紳
一
郎

ロ
ッ
カ
ー
に
入
ら
な
い
！

　
流
山
小
学
校
改
修
急
い
で

問
　
①
国
が
加
齢
性
難
聴
を

認
知
症
の
危
険
因
子
と
指
摘

し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

②
全
国
で
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

本
市
も
導
入
す
べ
き
で
は
。

③
市
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
向
け
た
高
齢
者
ニ
ー

ズ
調
査
に
、
聞
こ
え
の
悪
さ

の
設
問
を
追
加
す
べ
き
で
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
①
厚

生
労
働
省
の
新
オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
で
は
、
加
齢
な
ど
と
と

も
に
難
聴
が
認
知
症
の
危
険

因
子
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
認
知
症
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
補
聴
器

の
使
用
に
よ
る
生
活
の
質
の

改
善
効
果
を
認
め
て
い
ま
す

が
、
認
知
機
能
の
低
下
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
ま
で

は
明
言
し
て
い
ま
せ
ん
。
②

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器

購
入
へ
の
補
助
の
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
聴
力
の
低
下

は
生
活
の
質
の
低
下
を
招
く

だ
け
で
な
く
、
認
知
能
力
の

低
下
の
危
険
因
子
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
啓
発

を
行
い
、
今
後
も
国
の
方
向

性
を
注
視
し
ま
す
。
③
同
調

査
で
聞
こ
え
の
悪
さ
に
つ
い

て
の
設
問
を
追
加
し
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支

障
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま

す
。

日
本
共
産
党

　
　高
橋

　
　光

高
齢
者
の

　
　
難
聴
対
策
の
充
実
を

け
、
来
年
度
か
ら
数
年
か
け

て
計
画
的
に
改
修
す
る
よ
う

事
業
化
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
平
成
８
年

度
以
降
、
消
費
税
増
税
関
連

を
除
き
、
値
上
げ
し
て
い
ま

せ
ん
。
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
に
対
し
、

基
本
料
金
お
よ
び
月
10
㎥
以

下
の
従
量
料
金
を
減
免
し
て

い
ま
す
。

　
水
道
料
金
引
き
下
げ
は
、

所
得
水
準
に
関
わ
ら
ず
一
律

に
減
額
す
る
こ
と
と
な
り
、

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
効
果
は

低
い
た
め
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

流山市議会だより
流山市議会
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